









アクティブ福祉ｉｎ東京１１　研究発表抄録の記入の仕方

●記入全般について

　丸ゴシック１１フォント指定です。ただし、スペースが足りない場合は文字フォントを下げて
（１０ポイントまで）枠内に記載していただいても構いません。
　記入枠の大きさは変更しないで下さい。
　誤字、脱字には十分ご注意下さい。

　個人を特定することができないよう、また、文献からの引用の際は著作権に配慮する等、倫理的配慮と記述をお願いします。

（必須）とある部分は、必ず記入して下さい。

（任意）とある部分は、必ず記入する必要はありませんが、該当があれば記入して下さい。

（選択）とある部分は、選択肢の中から該当する内容を選び、記入して下さい。

●研究期間について

　取り組みを行った期間を月で記入して下さい。（１年×　→　１２ヶ月○）

　期間は、課題として取り組みを行うことを計画した時から、発表に至る一定の結果が得られた時までとします。取り組みが継続中の場合も、抄録提出時までの期間を記入して下さい。

●提案と発信について

　私たち福祉業界から、情報を発信することを目的に設けた部分です。

　研究成果のアピール、課題に対する呼びかけ、ケアの提案等、積極的に記入して下さい。

　自施設のＰＲ等、研究発表から外れるような内容の記入はお控え下さい。

※内容によっては、事務局で文書を修正または削除させて頂くことがあります。

（事務局）





キーワード１（必須）





研究期間





（必須）発表の主旨が伝わる題名をつけて下さい。





（必須）主題を補足する意味合いでお考え下さい。





（必須）サービス種別・事業所名





発表者：（必須）代表者１名（ふりがな）





アドバイザー：（任意）氏名（ふりがな）





共同研究者：（任意）氏名





《研究前の状況と課題》


（必須）問題提起の部分です。この部分には、なぜこの研究をすることになったのか、その時の状況や、きっかけとなった出来事等を具体的にご記入下さい。具体的に記入することで、聴衆の興味を引き、聴者が自身と比較して共感を得ることができます。非常に重要な部分です。


右側の期待する成果との対照記入部分です。





記入のコツ


「○○のような状況があり、事業所としての課題であった」　⇒　⇒　⇒





メール





ＦＡＸ





電　話





ＵＲＬ





（必須）








（必須）





（任意）





（任意）





今回発表の


事業所や


サービスの


紹介





（必須）区市町村状況、施設説明（環境含む）、実施サービス説明等をご記入下さい。これらのうち、課題の理解に直接関係ないことは省き、本番の説明に時間を割いて下さい。





《研究の目標と期待する成果》


（必須）研究を始めるにあたって、当初の目標設定の部分です。研究前と比較して、どのように状況が変化、改善して欲しいと考えたのか、または、研究の成果として期待したこと等を具体的にご記入下さい。仮説と捉えていただいても構いません。


左側の状況と課題との対照記入部分です。








記入のコツ





⇒　⇒　⇒「○○のように改善（変化）することを期待して、△△に取り組んだ。」





《取り組みの結果と評価》


（必須）左記に取り組んだことで得られた具体的な結果と、その評価をご記入いただく部分です。数値化できるものは極力具体的な数値をご記入下さい。また、ご利用者の反応や他者からの評価等も積極的にご記入下さい。


考察と捉えていただいて構いません。

















《まとめ》


（必須）研究や取り組みのまとめをご記入ください。振り返りとともに、発展的な考察をご記入下さい。

















《参考文献》


引用文献や参考文献がある場合は、著書や論文名などを正確にご記入下さい。





《具体的な取り組みの内容》


（必須）取り組んだ内容と経過を具体的にご記入いただく部分です。記入の仕方に指定はありませんが、対象者、その割合と理由、取り組みの具体的な手法、取り組み時間や期間、取り組みの手順、取り組んだ職員数や構成、部署間の連携、必要とした道具や費用、活動の成果を出すポイントになった点、等をご記入下さい。特に費用や必要な時間は、他の方が取り組む際の参考になるように、積極的にご記入下さい。また、取り組みに対して施設からのバックアップ体制がありましたらご記入ください。


取り組み内容は、課題や項目に分けてご記入いただくことで見やすく、時系列でご記入いただくことで経過が追いやすく、読んで解りやすい抄録になります。


なお、事例紹介等がある場合は、倫理的配慮に関する一文をご記入下さい。





主題





副題





事業所名





（必須）月











《提案と発信》





【メモ欄】





注：参加者が自由に記入できるスペースです。空欄のまま提出下さい。





（重要）現在の福祉業界は、現場からの発信力が試されています。貴事業所の取り組みを、広く他の事業所にも紹介し、福祉業界全体のレベルアップに繋げることができたら、大変意味のある発表になります。研究を通して、福祉業界への提案、他の事業所への呼びかけ等、貴事業所からの情報発信をご記入下さい。





キーワード２（任意）





様式２








